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平成29年告示の小 ・ 中学校および平成30年告示の高等学校学習指導要領の前文では, 児童 ・ 生徒が学校教育を通じて持
続可能な社会の創り手となることが求められ, ESD (持続可能な開発のための教育) に対する一層の取組が必要とされる。 
本稿の目的は, 2017年にUNESCO とMGIEPが共同で編集し, 刊行した 『持続可能な開発のための教科書一組み込みの
ための指針 (Tex;tbooks f (or Sustainable Development・ A Guide to Embedding)』 の1 章 「導入」 および4 章 「地理」 の抄訳
を示しながら, ESD を組み込むための視点および手順を整理し, ESDが組み込まれることによる地理教育の変化につい
て考察することである。 単元, 授業レベルに組み込む際のアプローチと して, ESD に寄与する地理的内容 ・ 教授法に基
づいて学習内容を選択, ESDの教授原理 ・ 指針に沿って学習課題を方向付ける2 つが示されていた。 地理教育に組み込
まれることで, 「人間不在」 や教養主義と呼ばれる学習からの転換だけでなく, 地理学者のように思考することや地理的
概念の活用をより一層強化することにもつながるだろう。 




学校学習指導要領 (以下, 新学習指導要領とする) の前
文では, 児童 ・ 生徒が学校教育を通じて持続可能な社会
の創り手となることが求められた。 持続可能な社会を目
指してその創り手を育むESD (Education for Sustainable 
Development, 持続可能な開発のための教育) は, 平成
20年および平成21年告示の学習指導要領 (以下, 現行学
習指導要領とする) から意識されており, そこではESD 
という用語そのものに対する言及はなかったものの, 本
文や解説において 「持続可能な社会」 あるいは 「持続可
能性」 に関する用語が社会系教科, 理科, 家庭科を中心
に登場した' )。 現行学習指導要領におけるESDへの取
り組みの背景には, ユネスコが主導機関となり実施され
た国連持続可能な開発のための教育の10年 2) (u N- 
DESD) が関係し, UNDESDでは 「持続可能な開発の原
則 , 価値観, 実践を教育と学習のあらゆる側面に組み込
む」 (佐藤・ 阿部監訳, 2006, p.174) ことが目指された。
またUNDESD終了後以降のさらなるESDの推進・ 拡
大を日指したGAP (The Global Action Programme on 
Education for Sustainable Development, 持続可能な開発
のための教育 (ESD) に関するグローバル ・ アクショ ン ・ 
プログラム) が, 2015年の国連サミ ットでは 「持続可能
な開発のための2030ア ジ ェ ン ダ (Transforming our 
world: the 2030 Agenda for Sustainable Development)」
が採択された。 そこでは2001年のMDGs3) (Millennium 
*兵庫教育大学教員養成高度化センター設置準備室 助教
Development Goals, ミ レニアム開発目標) の後継に当
た り , 17 の国際日 標 で あ る SDGs4) (Sustainable 
Development Goals, 持続可能な開発日標) が中核とな
る。 MDGsが発展途上国を対象にしていたのに対して, 
SDGsはすべての国を対象と しており, 教育分野では
「質の高い教育をみんなに (Quality Education) 」 という








(文部科学省, 2018, p ie) , 地理的分野の地球的課題の
扱いでは 「グローバル化する国際社会において, 人類全
体で取り組まなければならない課題, 例えば, 持続可能
な開発目標 (SDGs) などに示された課題のう ちから, 
生徒が地理的な事象として捉えやすい(中略) 課題を取
り上げること」(文部科学省, 2018, p 47) が示された。
「ESD の最大の魅力は 『持続可能性』 という考えそ
のものにある」(唐木, 2017, p.195) と指摘されるよう
に, ESD最大の特徴は SDあるいは持続可能性という概
念であり, 教科学習においてはSD の原則 , 価値観を踏
まえたESD の授業づく りが求められる。 その一方で, 
SDの 「この概念の難解さ ・ 曖昧さがESD の普及を妨げ
ている部分が大きい」 (桑原, 2011) との指摘もある。 
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冒頭で述べたよう に, ESD はユネスコが主導機関と
なり普及・ 推進が進められてきた。 その中で, 2017年に
UNESCO and MGIEP (Mahatma Gandhi Institute of 
Education for Peace and Sustainable Development) が執
筆 ・ 編集した 『持続可能な開発のための教科書一 組み込
みのための指針 (Tex:tbooks for Sustainable Development・ 




(UNESCO and MGIEP, 2017, pl3 ; 以下断りがない限
りページのみの表記はUNESCO and MGIEPのべ一 ジ
を指す) ものである。 それゆえに, 『SD の教科書』 では
教科 (学習) の中にどのよう にESD を組み込むかとい
う手順が端的に整理, 説明されている。 そこで本稿は
『sDの教科書』 の1 章 「導入」 および4章 「地理」 の
抄訳を示しながら, ESD を組み込むための視点や手順
を整理するとと もに, ESD が組み込まれることによる
地理教育の変化について考察することを目的とする。 
2 . 『持続可能な開発のための教科書』 の概要
1 ) 章構成および執筆陣の特徴
「前書き」 および作成過程を述べた 「責任者の挨拶」
を除く と, 『sDの教科書』 はESD全体の動向および取
組のフレームワークが示された 「導入」, 4 つの教科の
事例 (数学 (Mathematics) , 科学 (Science) , 地理
(Geography) , 言語 (Language) ) の 2 つの部分から構成
されている。 なお教科の事例と してこの4 教科が選択さ
れた理由は, 「地理」 を除く3教科についてはナショナ
ル ・ カリキュラム(学習指導要領) において通常コアと
なる必修教科であること, 「地理」 に関してはESD に役
に立つ教科であり, かつ他教科に対して役に立つであろ
う組み込みについての豊かな見識を提供しているためで
ある (pl3)。 本稿で抄訳を示す1 章 「導入」 および4 章




科教育学 (地理教育論) においては, ユネスコとIGU- 
CGE (International Geographical Union - Commission on 
Geographical Education, 国際地理学連合 ・ 地理教育委員
会) が連携し, 地理教育における国際理解 (教育) の推
進を目的とした教師向け指導書が出版されている (志村, 
2014)。 またユネスコはドイツの教科書研究機関である
Georg Ecker Institut とともに, 長期にわたって教科書改
訂に関する合同委員会を務めており, 教科書の質的向上
を連携の柱においている (p 3)。 ユネスコがM GIEP と









































































































































































































































































































連携した 『sDの教科書』 の公刊もまた, 一連の活動の
一つであると受け止めることができる。
この 『sDの教科書』 は, 数学, 科学, 言語, 地理そ
してESD に関する29人の専門家が集まったワー クシヨツ
プ (2016年 6 月 , イ ンド) において基本的なコンセプト
が議論, 本書の構成がデザイ ンされ, 5 ~ 6 人から構成
さ れる専門教科グループによ って章が執筆されている
(p 5 , 6 )。 また1 章 「導入」 は, 統括執筆責任者3 名, 
寄稿者2 名, の計 5 名である。
とりわけ1 章 「導入」 の執筆陣の特徴として, その半
数以上である3 人 (総括執筆責任者 2 名 ; 寄稿者 1 名) 
がドイツ人であるという点が指摘できる。 平和と紛争を
研究す る ポス ド ク研究員 のEleni Christodou1ou 氏
(Georg Eckert Institute for International Textbook 
Research) , ESD ア ドバイザーでグローバル学習が専門
である Jorg-Robert Schreiber 氏 (Engagement Global) , 
同 じ くESD ア ドバイ ザーであるHannes E. Siege氏
(Engagement Global) がその 3 名である。 と り わけ
Schreiber氏とSiege氏は, 2016年にドイツにおいて刊行
された 『学習領域グローバル開発のためのフレー ムワー 
クーESD の枠組みにおいて ( 0 rientierungsr,ahmen f iir 
den em erezc G oba e n zc m g・ zm a men ezner 
z m g r nac a fzge n zc ung) 』 の編集 ・ 執筆に
も携わっており, その英語版 Curr iculum frame、,1レ,erk 
地理学習にESD (持続可能な開発のための教育) を組み込むための方法
education for sustainable developmentが 『SDの教科書』
においても引用されている。 また ドイ ツのESD が環境
教育の影響を大きく受ける中で, グローバル学習を基盤
に ESD を推進する2 人が担当している点は興味深い。 
加えて, UNDESD のドイ ツ国内委員会代表を務めた




『SDの教科書』 のタイ トルにある 「教科書」 は2 つ
の側面から捉えることができ, 本書の作成意図は 2 点あ
ると考えられる。
1 つ目は SD を “教える” ための 「教科書」 をどのよ
うに作成するかという点である。 「本書の目的は, ESD 
を一体化する教科書を作成するために, 教科書の執筆者
および出版社を支援すること」(p.13) とあるよう に, 
教科書の作成 ・ 支援のためのツールという性格をもつ。 
そのために, 章 「地理」 では, 教科の本質とそのSDへ
の貢献 , ESD を教科書に組み込むための理論, モデル
そして事例という順序でその方法が示されている。
2 つ日の点は, SD を “達成する” ための 「教科書」
を示すという ものである。 「こう (執筆者と出版社を支
援 : 筆者注) することより, 学習を重要で効率的なもの
にしている。 これはまた, 2015年に193の国連加盟国が
承認した持続可能な開発のための2030アジェ ンダの実施





進, ②教育改善を通じたSDの達成, が 『SDの教科書』
の作成意図であると筆者は受け止めている。 
3 . ESDの組み込みが意図すること
1 ) ESD と教科との関係
i 組み込みが意図すること
『SDの教科書』 ではESD を教科書の中に, 言い換え
れば, 教科 (学習) に組み込むことを意図して作成され
ている。 図1 は教科とESD との関係性について示した
ものである。
ESD は 「独立教科と してではなく, カリキュラム全
体に組み込まれるべきである(UNESCO, 2006, p.17)」
という国際的な共通認識(p.17) をもとに, 教科への
ESD の組み込みは考えられなければならない。 では, 
ESD はどのよう に組み込まれるべきだと考えられてい
るのか6)。 『SD の教科書』 では, SD の課題への対応を
示したステイー ブン ・ スターリ ング(Stephen Sterling) 
のモデル (表 2 ) がこの問題を考える際に役に立つと提
示している(p.18)。
「本書では, 『組み込み』 という用語を, ESD を 『機





出典 : UNESCO and MGIEP (2017, pl7) を筆者邦訳
公教育のその他の側面の統合的要素と して入れること と
いう意味で使用している」 (p.17)。 また表2 から, 一口
に ESD を教科へ組み込むといっても, 行動しない (no 
action) を除き, ESD の機能を加える追加 (adding on) , 
既存の枠組みの中に ESD を統合する組み込み (embed- 
ding) , ESD によって既存の枠組みの抜本的な組み換え
をする注入 ( infusion) , の 3 段階あることがわかる。 
表 2 SDの課題に対する4 つの対応および付随する
ESDの主流化のための方略
まかし 




出典 : UNESCO and MGIEP (2017, pl8) を筆者邦訳
『SDの教科書』 では, 「社会に深く統合され, 目立た
ず, 内在的な価値志向と社会的規範となるように, あら
ゆる教育を通じてSDが浸透する 『注入』 段階が究極の
目標」 (p.18) と示されているように, 「注入」 段階に至
ることが最も望ましい在り方である。 しかしながら, 
「注入」 に当たっては, 教科書だけでなく, 教育政策や
カリキュラム, 教師教育等を含めた 「ホールスクールア
プローチ」 での取り組みが必要である (p.18)。 短期間
での抜本的な改革は現実的ではないこ とから, 本書は
「注入」 の前段階である 「組み込み」 の考え方を採用し
ていると考えられる。
現時点では, 教科書を含め既存の枠組みの中にESD 
をいかに統合させるかが焦点となる。 その際に, SD あ
の概念や原則 , ESD の目標, 学習内容や教授法を組み
込むかが重要になるが, この点は次節以降で提示する。 










しており, その内容は以下である (p.19)。 
UNESCO (2004) によって定義された①学習者の認

























2 ) SD とはどのよう な概念か
SD に関する定義は多様に存在している。 そのなかで, 




ラ ント報告(The Brundtland Report) 』 が用いられてお
り, またこの定義は広く認知されているものである7)。
「開発」 は経済成長との関連付けられている用語であ
る (p.16)。 一方で, 『ブルントラント報告』 は環境や開
発にかかわる問題は密接に結びついているため, 環境か
開発のどちらか一方のみで議論することはもはや意味が
ないという こと をもたらした点で重要である (阿部 , 
2010) とみなされている。 それゆえにSD という概念は, 
生活の質の向上および人権といった普遍的な価値の追求
において, 環境, 経済, 社会間のバランスが保たれた開
発を考えるためのパラ ダイ ムである8) (p.16)。 図2 は




出典 : UNESCO and MGIEP (2017, pl6) を筆者邦訳
加えて, SD はある目標に向かう プロセスと しても捉
えられており, 良い政治 (good governance) の意識の
高まりとともに, 環境, 経済, 社会の 3側面に加えて, 
政治の側面が追加される (p.16)。 図3 は, 4 側面から
SD を捉えたものである。 
図 3 SDの側面と主な目標
出典 : UNESCO and MGIEP (2017, pl6) を筆者邦訳
SD あるいは持続可能な社会が4 側面の均衡 (バラ ン
ス) が取れた状態だとすれば, SD の諸問題あるいは持
続可能ではない社会の根本は, 4 側面間の不均衡, 言い
換えれば, 4 側面に関連するステー クホルダー (利害関
係者) 間での利害 ・ 主張の対立があることが指摘できる。
このよう にSD は, 3 側面あるいは4 側面から, 現代





『sDの教科書』 では 「ESDの教授法は, 教育実践の
基本と し ての思考, 価値観と行動 を優先 し ている
(Reid, 2002)」 (p 26) と述べられ, 思考, 価値観, 行
動の 3 つに対応して 『SD の教科書』 では, それにかか
地理学習にESD (持続可能な開発のための教育) を組み込むための方法
わる以下の方略が提示されている (pp 27-29)。 
①認知スキルと し ての批判的探究と システム思考
(critical inquiry and systems thinking)
②感情や態度等に関して視点を取り込んだり, 変化さ




①の批判的探究は 「既存の前提を調べ, 知識の脱構築, 
再構築, 構築を行う プロセス」(p 27) のことであり, 
システム思考は 「問題を個々に考察するより もより効果
的な問題解決のアプローチ」 (p 28) を意味している。 
とりわけ批判的探究では, 「全体的な視野から緊張と葛
藤を分析し, 相互関係にある環境, 経済, 社会と政治的
側面を考慮に入れることで, 学習者の批判的で体系的思




習や学校外のステー クホルダー との連携 (p 29) といっ
た, 教科学習と社会とのつながりが意識されたものであ
る。 
4 . なぜ地理でESD を扱うのか
前章までの検討を踏まえて, 本章および次章では地理
に焦点を当て, ESD を組み込む意義について検討する。 
1 ) SD に対する地理学的貢献とはどのようなことか
地理教育の基盤の一つである地理学においてもSD は
重要な課題であるとみなされている。 図4 は SD に対す
る地理学の貢献を, 図 5 は地理学が世界を捉える3 つの
ステップを示したものである。 
一変 化一 図 4 SD貢献に対する地理学の特徴
出典 : UNESCO and MGIEP (2017, pie9) を筆者邦訳・ -部加筆
注 : 図中の斜字は地理的概念を示している。 
SD に対する地理学の貢献点は, 以下の 3 点が示され







図 5 空間的変動性への補完的アプロ一 チ
一記述的地理か ら プロセスの地理への移行
出典 : UNESCO and MGIEP (2017, pie8) を筆者邦訳
②場所の記述, 空間パターンの分析, 当事者 (actor)
が形成する空間プロセスの研究を結合することであ
り, 持続可能性に関する問題をより良く理解するた






①に関しては, 現代社会や SD の問題の構造的 ・ 全体
(システム) 的な把握, ②に関してはその地理的事象に
関連する当事者の価値観や利害関係の把握, ③場所, 空
間, スケール, 環境といった地理的概念'°) を学習で駆
使することであり, それにより 「個人や集団の行動の持
続 (不) 可能性をよりよく理解し, 日々の生活における
身近な地域から地球規模での社会, 環境, 政治的変化の
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ESD に望ましいとされている点に関して, ①はフィ ー
ルドワーク (野外調査) のことであり, 自身で知識を探
究する方法を信頼すること, フィ ールドに出ることで身
近な問題との関連を作る点やESD に対する当事者意識
と責任感に寄与できる点 (pp.111-112) , ②は複雑な間題
を構造 (システム) 的にみることで, 対立する利害関係
(者) 間で調整ができる可能性が開ける点, 地理的に行
動すること (acting geographically) の内容を検討するこ
とができる点 (p i t2) , そして③は, 身近で起こってい
る問題と地球規模の問題とのつながりが見いだせる点
(p i t2) であり, またこの点は地球規模で考え, 身近な
ところで行動する(think globally, act locally) という考
えにと って重要なものである。










る、 その結果、 現状を疑う 




・ 詳しい見解を立て、 態度を明確に 
する 
・ 将来の意見を想像する、 予想外の 
結果や計画した行動の結果を考察 
する 
・ 個人、 集団、 政治レベルで行動を 
起こす 






・ 当事者とその空間への影響、 並び 
に私的、 社会的、 政治的な場所の 








・ (矛盾する情報でさえも) 処理、 
解釈、 評価 
・ 一般化 
・ (続計) データの表現 






出典 : UNESCO and MGIEP (2017, pi t3) を筆者邦訳
5 . 学習レベルでESDをどのように組み込むのか
1 ) 学習単元 ・ 授業レベルにおけるESDの組み込み
『sDの教科書』 は, 事実的知識に重点を置く国もあ
れば, コ ンビテンシーに重点を置く 国もあると述べ, 
ESD との関連から地理的内容を扱うおよびESDの教授
原理 ・ 指針に沿って地理の学習課題を方向付ける2 つの
アプロ ーチを提示 している (p i t5)。 しかしながら
「ESD のための地理教育の可能性を最大化させるために
も, 両者のアプローチは相互に関連付けられて考えられ
なければならない」(p i t5) とあるように, 両者は補完
関係にあり, 2 つのアプローチを組み合わせた学習単元 ・ 
授業の設計ができて初めて, 本書が意図するESD が組
み込まれたことになる。
2 つのアプロ ーチでは, スパイ ダー ウエブ(spider- 
webs) が用いられる (図 6 )。 スパイ ダー ウェ ブとは
「地理教科書にESD を組み込みたいと考える教科書執筆
者のためにその方向性を提供する」 (p i t5) ものである。 
このスパイ ダー ウェブを用いることで, 使用された地理
的内容の種類および教授法全体を把握するのに役立ち, 
内容あるいは教授法が抜け落ちないように, また補完で
きるようになっている(p i t6)。 
学習内容を扱う アプローチのスパイ ダー ウェブ1 の各
項目は, 表 3 に基づいて設定されている。 地理の学習課
題を扱う アプローチにおけるスパイ ダー ウェ ブ2 の各項


























図 6 スパイダー ウェブ






向付けるアプローチにおいては, ESD の教授原理 ・ 指
針を踏まえた思考ツールと して以下の3 つが提示されて
いる (図 7 )。 
①持続可能性のコンパス (sustainability compass) 
②氷山モデル (iceberg model)
③ピラミ ッ ドモデル(pyramid model) 
こ れらは地理を含めた通教科的な思考ツールであ り
(p.130) , ESD の一領域である開発教育等においても用
いられてきたものである'2)。 3 つのツールは表4 に整理
したように, ESDの教授法的方略で示した思考, 価値
観, 行動にそれぞれ対応したものになっていることがわ
かる。 地理学習との関係では, ①と②は人間 環境関係
をシステムと して捉え, その背後にある価値観や利害の






表 4 3 つの思考ツールの概要と教授原理
185 
持続可能性のコンパス 氷山モデル ピラ ミ ッ ドモデル
検討の対象 持続可能性の問題 根本的な原因 学習と行動 
思考ツール
の概要 
自然、 経済、 社会、 そして(個人の) 幸福の 












である, 氷山の先端に出来事を置く ことで、 
水面下にある出来事の原因となった行動パター




テルにたどり着く , 精神レベルにおける介入 
が最も影響力があるという考えのモデルであ 
る, 











つく りながら、 人間一環境の相互関係という 
中核的な地理的概念に取り組む方法の1 つで 


























ツールでは、 批判的思考、 システムを扱うこ 
















図 7 ESDの考えにう つた3 つの思考ツール




きるという指摘がなされている'3)。 そのなかで 『sD の
教科書』 はESD実践の理論的背景から単元 ・ 授業レベ
ルにおける組み込みのための手順を示している点で, 意
義のある文献である。
ESD を教科に組み込むことで, 教科 (学習) の在り
方にも少なからず変化がもたらされると考えられる。 こ
こではESDが組み込まれることによる地理教育の変化
について若干の考察をする。 『SD の教科書』 において
も示されていたよう に地理(学習) の特徴は, 人間と自
然 (人文と自然地理) の相互関係, 地理的事象を記述, 
事象のパターンや事象が存在する背景にいる当事者に着






















ある。 MDGsでは 「目標1 : 極度の貧困と飢餓の撲
減, 目標 2 : 初等教育の完全普及の達成, 目標 3 :
ジェ ンダ一平等推進と女性の地位向上, 日標 4 : 乳
幼児死亡率の削減, 日標 5 : 妊産婦の健康の改善,
目標 6 : HIv / エイズ, マラリ ア, その他の疾病の
蔓延の防止, 目標 7 : 環境の持続可能性確保, 目標
8 : 開発のためのグローバルなパート ナーシップの
推進」 の8 日標が掲げられた。
「ミ レニアム開発目標」 http://www.mofa.go.jp/mofaj
/gaiko/oda/doukou/mdgs.htm1 (2018年 5 月19 日閲覧) 
4 ) 17の国際目標は 「目標1 : 貧困をなくそう, 目標2 :
飢餓をゼロに, 日標 3 : すべての人に保健と福祉を,
日標 4 : 質の高い教育をみんなに, 日標 5 : ジェ ン
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ダ一平等を実現しよう, 目標 6 : 安全な水とトイレ
を世界中に, 目標 7 : エネルギーをみんなに, そし
てクリーンに, 目標 8 : 働きがいも経済成長も, 目
標 9 : 産業と技術革新の基盤をつく ろう, 目標10 :
人や国の不平等をなく そう, 目標11 : 住み続けられ
るまちづく りを, 目標12 : つく る責任つかう責任,
目標13 : 気候変動に具体的な対策を, 目標14 : 海の
豊かさを守ろう, 目標15 : 陸の豊かさも守ろう, 目





5 ) ターゲット4.7の内容は 「2030年までに, 持続可能
な開発のための教育及び持続可能なライ フスタイル,
人権, 男女の平等, 平和及び非暴力的文化の推進,





6 ) また 『SDの教科書』 は, w afs (2009, p 49) を引
用し, 「ESD を公教育の主流化には, 既存の学校制
度や構造に適合させる 「従来的アプローチ(con-
ventional approach) 」 から, 既存の制度構造を改革
する根本的な力をもった 「革新的アプローチ( inno-
vative approach)」 まで, さまざまなアプローチが
含まれている」(p.18) と説明している。







8 ) スト レンジ・ べイリー (2011, p 26) も 「私たちが




べ, SD を環境, 社会, 経済の側面から捉える必要
性を指摘している。





10) 図 4 の中では, 「プロセス」 は地理的概念と して示
されていないが, 『sD の教科書』 の本文 (p ie9)
では, プロセスもまた地理的概念の一つであること
が説明されている。





導入された (Soltman, 2006) が, 教科書がこれら
に対応するのに時間がかかるという課題 (Sunny,
2006) , (中略) ESD には望ましく ない 「地名物産」
の地理教育がいまだに推進されている」 (p i le) こ
とが挙げられている。
12) ①および②はAtkinsson Group (http://www compass 




するルツェルン宣言」 であり, 章 「地理」 において
もたびたび参照 ・ 引用されている。
14) こ の課題に対 して取り 組んだ研究と し て草原
(1999) がある。 
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